
介紹

一
歩
も
で
ず
、
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
。
こ
の

著
述
の
態
度
の
相
違
は
、
出
版
当
時
の
表
題
と
、

ド
ゥ
ザ
ー
グ
の
仏
訳
の
表
題
と
に
お
け
る
両
書
の

主
客
の
逆
転
と
と
も
に
興
味
深
く
、
し
か
も
お
そ

強
く
重
要
で
あ
る
。

　
巻
末
の
訳
者
解
説
は
、
宗
教
学
、
心
理
学
、
文

学
、
図
像
学
、
科
学
史
、
精
神
史
等
の
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
る
ヘ
ル
メ
ス

哲
学
－
錬
金
術
の
、
現
在
に
お
け
る
最
大
公
約
数

的
な
理
解
を
簡
潔
に
、
て
ぎ
わ
よ
く
ま
と
め
て
お

り
、
良
質
の
解
説
で
あ
る
。
図
版
中
、
出
典
不
明

と
な
っ
て
い
る
一
五
一
ペ
ー
ジ
の
も
の
は
、
V
・

W
・
X
の
図
版
同
様
、
国
臨
霧
諺
ω
げ
召
9
ρ
§
馬
ー

ミ
簑
§
G
ぎ
§
鵠
§
鳶
b
d
ミ
§
鼠
§
§
噛
♂
語
u
℃
・

H
8
に
み
え
る
。

　
（
B
6
判
　
二
四
〇
頁
　
一
九
七
七
年
五
月
　
白
水
社

　
（
ヘ
ル
メ
ス
叢
書
2
）
　
二
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
川
島
昭
夫
京
都
大
学
大
学
院
生
）

竹
田
聴
洲
博
士
還
暦
記
念
三
編

翻
曝
謙
譲
講
本
宗
教
の

　
　
　
　
　
　
　
歴
史
と
民
俗
』

　
本
書
は
、
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
竹
田
聴
洲

先
生
の
還
暦
を
記
念
し
て
、
一
九
七
六
年
一
二
月

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
竹
田
先
生
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
大
阪

市
に
生
ま
れ
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
京
都
帝

国
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
、
四
〇
年
に
は
同

大
学
院
に
す
す
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
兵
役
に
よ

り
大
学
を
離
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
復
員
と
と

も
に
大
学
院
に
復
学
、
御
研
讃
を
積
ま
れ
ま
し
た
。

一
九
五
四
年
か
ら
は
同
志
社
大
学
に
勤
務
さ
れ
、

六
〇
年
に
同
大
学
文
学
部
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
三
〇
年

近
く
講
師
を
続
け
ら
れ
て
い
る
仏
教
大
学
を
は
じ

め
、
関
西
大
学
・
花
園
大
学
・
京
都
大
学
・
大
阪

府
立
女
子
大
学
・
北
海
道
大
学
等
で
も
教
鞭
を
と
、

ら
れ
、
r
多
く
の
学
生
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
学
問
は
、
彪
大
な
在
地
史
料
・
民
俗
資

料
を
駆
使
し
て
、
日
本
の
歴
史
的
社
会
に
お
け
る

宗
教
の
意
義
と
役
割
を
、
地
域
の
人
々
の
生
活
に

密
着
し
た
も
の
と
し
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
　
『
民
俗
仏
教
と

祖
先
崇
拝
』
（
東
大
出
版
　
一
九
七
一
年
）
『
近
世

村
落
の
社
寺
と
神
仏
習
合
』
　
（
法
蔵
館
　
一
九
七

二
年
）
を
は
じ
め
と
し
た
著
作
・
論
文
に
結
実
し
、

大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
今
な

お
前
に
増
し
て
、
広
範
な
学
問
領
域
に
わ
た
っ
て
、

旺
盛
な
研
究
活
動
を
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
か
た
ち
で
先
生
の

学
問
に
ふ
れ
、
共
に
切
瑳
琢
磨
し
、
或
は
里
桜
を

う
け
た
、
関
係
者
・
受
講
生
の
有
志
に
よ
る
献
呈

論
文
集
で
す
。
冒
頭
に
、
竹
田
先
生
の
論
稿
が
あ

り
、
以
下
二
四
本
の
論
文
が
歴
史
篇
・
民
俗
篇
の

二
部
に
わ
け
て
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
分
多
数

で
す
の
で
、
以
下
タ
イ
ト
ル
の
み
紹
介
し
て
お
き

ま
す
（
副
題
は
略
し
ま
し
た
）
。
な
お
巻
頭
に
は
、

竹
田
先
生
の
略
年
譜
と
上
梓
目
録
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

近
代
民
間
寺
院
の
生
態
系
…
…
…
…
竹
田
　
聴
洲

　
　
歴
史
　
篇

檀
越
に
つ
い
て
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
五
島
　
正
樹

『
延
暦
僧
録
』
聖
武
天
皇
伝
と
国
分
寺
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
中
井

石
清
水
八
幡
閉
創
祀
の
背
景
…
…
…
小
倉

不
動
尊
信
仰
の
伝
播
者
の
問
題
…
…
田
中

屠
牛
者
放
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
：
：
西
田

僧
伝
に
お
け
る
史
実
と
説
話
…
…
…
成
田

朝
日
山
信
寂
と
浄
土
宗
播
磨
義
…
…
薗
田

浄
土
宗
初
期
の
付
法
に
つ
い
て
…
…
玉
山

生
馬
山
竹
林
寺
の
開
創
伝
承
考
証

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
…
　
　
曾
　
●
　
O
　
　
．
　
．
　
，
　
●
　
●
　
・
　
・

近
江
国
得
酒
保
今
堀
郷
の
村
掟
：

成香俊円久下真
元融治我夫一孝

　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
⑲

・
…
長
谷
川
嘉
和

・
…
仲
村
　
　
研
　
魏



南
都
極
楽
坊
を
め
ぐ
る
信
仰
の
一
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
伊
藤
　
久
嗣

宝
暦
年
中
鳥
羽
法
身
寺

　
宗
義
出
入
一
件
に
つ
い
て
…
…
…
平
　
　
祐
史

近
世
村
落
と
真
宗
道
場
・
…
：
…
…
…
大
桑
　
　
斉

横
井
金
谷
と
円
光
大
師
伝
…
…
…
…
石
丸
　
正
運

渾
天
の
巡
錫
と
遷
化
を
め
ぐ
る
史
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
野
田
　
秀
雄

　
　
民
　
俗
　
篇

ケ
ル
ト
民
族
の
八
朔
と
そ
の
他
の
憂
節
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
横
田
健
一

屋
敷
付
属
の
墓
地
…
・
…
…
…
…
…
・
・
高
取
　
正
男

家
と
墓
の
一
考
察
…
・
…
…
…
…
…
・
・
上
井
　
久
義

対
馬
の
両
墓
制
及
び
両
墓
制
に

　
代
る
も
の
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
赤
田
　
光
男

真
宗
地
帯
の
風
俗
…
…
…
…
…
…
：
・
児
玉
　
　
識

三
昧
聖
の
臨
地
開
創
伝
承
…
：
・
…
…
伊
藤
　
唯
真

尾
張
地
方
に
お
け
る
シ
ャ
グ
ジ
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
加
藤
　
参
郎

女
装
の
民
俗
覚
書
…
…
…
…
…
…
・
：
野
沢
　
謙
治

「
世
直
し
」
の
原
義
…
…
…
…
…
…
宮
田
　
　
登

　
　
　
（
A
5
版
　
五
六
三
頁
　
一
九
七
六
年
一
二
月

　
　
　
　
発
行
・
竹
田
聴
洲
博
士
還
暦
記
念
会
　
制
作

　
　
　
　
代
行
・
隆
文
館
　
頒
価
四
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
地
克
直
　
京
大
助
手
）

　
　
お
詑
び
と
訂
正

　
前
号
第
六
〇
巻
五
号
の
蓑
共
裏
、
日
本
資
料
刊

行
会
の
広
告
に
お
い
て
、
改
訂
増
補
菅
浦
文
書
、

上
下
巻
の
揃
定
価
が
一
、
二
〇
〇
円
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
＝
一
、
○
○
○
円
の
誤
り
で
す
。

謹
ん
で
お
詑
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
長
か
っ
た
残
暑
も
終
り
、
よ
う
や
く
本
格
的
な

秋
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
六
〇
巻
六
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は
、
力
作
揃
い
の
論
説

四
本
、
書
評
三
本
、
紹
介
三
本
に
、
口
絵
四
頁
を

加
え
、
質
量
と
も
に
重
厚
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

御
検
討
下
さ
い
。

　
本
号
を
含
め
、
六
〇
巻
の
各
号
は
、
全
て
定
期

に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

論
説
は
勿
論
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
等
も
含
め
、

多
数
御
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
本
誌
の
出
版
に
対
し
て
は
、
幸
い
に
し

て
、
昭
和
五
二
年
度
も
引
き
つ
づ
き
文
部
省
科
学

研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
来
会

費
を
据
置
い
て
い
る
た
め
、
諸
経
費
の
値
上
り
に

よ
っ
て
、
今
後
会
財
政
は
相
当
苦
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
、
ど
う
か
一
層
の
御

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
『
史
林
総
目
録
』
の
作
成
は
、
特
別
号
を
担
当

し
た
委
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、
お
お
詰
め
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
年
内
に
は
、
皆
様
の
お
手
許
に
届

く
予
定
で
す
。
ま
た
長
ら
く
編
集
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
久
武
哲
也
氏
が
、
こ
の
度
、
甲
南
大
学
に

御
栄
転
に
な
り
、
新
た
に
石
川
義
孝
氏
が
編
集
に

加
わ
ら
れ
た
こ
と
を
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
立
）
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